
平成２９年６月定期総会
議事に関する説明

特定非営利活動法人 産学連携学会

会長 小野浩幸
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第７期運営の基本

『ニューベーシック』
（新しい原点への回帰）

原点に立ち，会員のための学会
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会員数推移

皆さんの活動のおかげで会員数は増加傾向となっています
（10年間で会員数は2.2倍。第7期で7.5％増）
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I. 学会誌，研究大会の充実

1. 大会の開催：平成２８年６月１６日～１７日第１４回大会を浜松市において開催

（参加者数418名、発表件数171件）

2. 海外学会との交流：第１４回大会で韓国の産学協力学会と日韓ワークショップを開催

3. 学会誌の発行：学会誌「産学連携学」第１２巻第２号（平成２８年６月２０日）

第１３巻第１号（平成２８年１２月２０日）を発行

4. シンポジウムの開催：平成２９年１月１７日に「オープンイノベーションで切り拓く革新

的新事業創出」をテーマに開催

１号議案：平成２８年度事業報告
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II. 支部・研究会活動の活性化

各支部活動

1. 北海道支部：「産学連携学会北海道支部セミナー」を開催（平成２９年３月２９日：札
幌市）

2. 東北・北関東支部：「東日本リエゾンカンファレンスin秋田２０１６」を開催（平成２８年
９月６日～７日：にかほ市）、「北関東産学官金連携シンポジウムin茨城」を開催（平
成２９年３月１５日：水戸市）

3. 関西・中四国支部：第８回研究・事例発表会を開催 （平成２８年１１月２８日～２９
日：米子市）

4. 九州支部：産学連携懇談会・産学連携ネットワーク会議を開催（平成２９年３月１６
日：鳥栖市）
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II. 支部・研究会活動の活性化
研究会活動

1. 学金連携システム研究会：第１６回研究会(平成２８年１０月４日：秋田市)、第１７回
研究会（平成２９年３月２４日：広島市）

2. オープンイノベーション研究会：発足 平成２８年度シンポジウムの企画・運営
3. リサーチ・アドミニストレーション研究会：第3回研究会（平成２８年６月１５日：浜松
市）、研究大会オーガナイズドセッション（平成２８年６月１６日：浜松市）、第4回研究
会（平成２８年８月２７日:目黒区）、第５回研究会(平成２９年１月２７日:川崎市)

III. 意見の発信

産学官連携深化ワーキング」に対して『ガイドライン検討に関する意見書』を提出
（平成２８年１０月２７日）
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IV. その他の活動

1. ニュースレターの発行：ニュースレター２７号～２９号を発行

2. メールニュースの発行：第６７２号～第７９９号発行（１２８回）
3. お茶の水コラボレーションセミナー：東京都市ヶ谷JST東京本部別館会議室にて

第１９回～第２３回（全５回）のセミナーを開催（５月１２日、７月１３日、９月１４日、１
２月１３日、２月８日）

4. 産学連携人材講習への貢献平成２８年６月２１日～２２日、7月５日～６日に荒川

区において行われた産学金連携講習の監修、１１月１７日～１８日に仙台市におい
て行われた社会実装支援人材育成研修に講師を派遣

5. 各種イベントや展示会での出展：「第１０回宇都宮大学企業交流会」への出展（平
成２８年９月１２日、宇都宮市）、「アグリビジネス創出フェア２０１６」への出展 （平
成２８年１２月１４日～１６日、江東区）

6. 共催事業「輸出管理 DAY FOR ACADEMIA 2017」
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２号議案：平成２８年度決算報告

会員増等により会費収入が約22万円増額しました

大会が盛況で予算比150万円増の収入を確保しました

収入総額が昨年に引き続き2年連続１千万円を超えました

研究大会会場費等で約300万円の増額支出となりました

旅費・交通費の縮減で約50万円の減額を実現しました

前年度は入門印刷で初の赤字となりましたが、28年度は
単年度収支で11,272円の黒字となりました

Ⅰ　経常収益

１　受取会費

入会金 296,000

5,301,200 5,597,200

２　事業収益

4,954,300

啓発事業 714,250

490,500 6,159,050

３　その他収益

受取利息 36 36

経常収益合計 11,756,286

Ⅱ　経常費用

１　事業費

(1)人件費

給料手当 71,400

謝金 212,878

人件費計 284,278

会議費 3,875,999

旅費交通費 268,200

通信費 365,956

印刷費 2,767,656

消耗品費 248,310

事務用品費 2,862

支払手数料 594,378

情報交換会費 367,291

雑費 30,473

その他経費計 8,521,125

8,805,403

２　管理費

通信費 177,981

印刷費 51,192

消耗品費 11,363

事務用品費 14,635

支払手数料 128,240

外注費 2,484,000

租税公課 42,200

雑費 30,000

その他経費計 2,939,611

2,939,611

11,745,014

11,272

Ⅲ　経常外収益

0

Ⅳ　経常外費用

0

当期正味財産増減額 11,272

前期繰越正味財産額 4,967,083

　　次期繰越収支差額次期繰越正味財産額 4,978,355

経常外費用計

経常外収益計

(1)その他経費

事業費計

管理費計

経常費用計

講演・研修事業

研究事業

科 目 金 額

会費収入

(2)その他経費

当期経常増減額

学術誌の充実で予算比で約50万円増、昨年比で175万円
減額となりました
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６号議案：平成２９年度表彰者

功労賞：馬場大輔（岐阜大学）
尾関雄治（東レ（株））

業績賞：松本泰典、佐藤暢（高知工科大学）
山口大学長州科楽維新プロジェクト

論文賞：山口佳和、藤本淳、山崎晃、越山健彦（千葉工業大学）
「大学特許と影響要員の関係の定量的評価に関する研究」

奨励賞：大会での発表を審査して決定
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ありがとうございました


